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図2:(a)GOEの場合の隣接非交差間隔分布po(e)のヒス トグラム｡挿入図は積算分布Io(e)の原
点付近での振舞い01.5723100でよくフイットされるO(b)GUEの場合の隣接非交差間隔分布RU(e)
のヒス トグラム｡挿入図は積算分布IU(e)の原点付近での振舞い02.924･02でよくフイットされる.
非交差間隔分布はeの2乗で立ち上がること､エネルギー準位間隔分布がGUEの分布に対応する
Aharonov-Bohmビリヤー ドの場合は､隣接非交差間隔分布はeの3乗で立ち上がることを見出し
た｡この結果は隣接非交差間隔分布p(e)が普遍的であることを示唆している｡
パラメタ-(A)
図 3:二つの非交差が最も接近したときの図｡
隣接非交差間隔分布P(2)の解析的な表式は未解決問題だが､分布の指数は次のような考察に
よって理解することができる｡まず､二つの隣接する非交差が最も近づいたときには非交差の漸
近線の傾きが等しくなると仮定する｡つまり､そのとき図3のような準位構造が得られる｡図中
で､eが非交差間隔､Vが傾きである｡CとEはそれぞれ最大と最小の準位間隔である｡これより､
e空言を得る｡Vの分布Rsl｡｡e(項 ますでに知られており､またCの分布Pm弧(C)も簡単な考察で
見積もることができる｡したがって､eの分布P(e)は下式のように見積もられるo
p(e)∝L∞dvL∞dfRslo｡e(V)p-axe)6(e一言)～ep'l (e≪1)
ただし､GOEの場合はβ-1､GUEの場合はβ-2である｡
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